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歳 入
26億7,844万円

平平
成
24
年
度　

決
算
報
告

年
度　

決
算
報
告

平
成
24
年
度　

決
算
報
告

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
決
算
が
、
組
合
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市町負担金内訳
西脇市　4億1,946万円
加西市　5億8,347万円
加東市　5億7,414万円
多可町　2億8,996万円

市町負担金　　　組合を構成する市町からの負担金
組合債　　　　　消防車両・消防施設整備のための借入金
手数料・諸収入　消防検査等の手数料・その他の収入
国庫支出金　　　組合の事業に対する補助金
繰越金　　　　　前年度の繰越金

歳 出
26億4,477万円

議会費・総務費・公債費内訳
議会費　　　28万円
総務費　2,421万円
公債費　　　73万円

常備消防費　消防業務に係る費用（人件費含む）
消防施設費　消防車両・消防施設の整備費用
議会費　　　組合議会の運営活動費用
総務費　　　組合全体の事務管理費用
公債費　　　借入金の返済費用

　

平
成
24
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が
26
億
7
8
4
4
万
円
、
歳
出
総
額
が
26
億
4
4
7
7
万
円
、
差
し
引

き
残
額
3
3
6
7
万
円
と
な
り
、
そ
の
全
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
老
朽
化
し
た
消
防
車
両
等
の
更
新
整
備
や
消
防
通
信
指
令
施
設
の
構
築
な
ど
消
防
施
設
整
備
の

充
実
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

手数料・諸収入・繰越金　7,981万円(3.0%)
国庫支出金　1億2,000万円(4.5%)

組合債　６億1,160万円(22.8%)
市町負担金　18億6,703万円(69.7%)

老朽化した消防車両等の更新整備事業　9,910万円
　

　

消防通信指令施設整備事業　6億4,779万円
 
　

　

指令センター完成イメージ図 山上に完成したアンテナ塔

平成平成25年中　火災・救急・救助の概要火災・救急・救助の概要

前年比較は、西脇市で5件、加西市で12件、加東市で5件、多可町で8件増加しました。
火災種別では、建物火災35件、林野火災10件、車両火災11件、その他火災が43件発生しました。
前年比較は、建物火災1件、林野火災3件、車両火災は4件、その他火災が24件増加しました。

火災発生状況

平成25年中　火災・救急・救助の概要

お知らせお知らせお知らせお知らせ

平成25年度から北はりま消防組合と契約行為を行う場合は、登録申請が必要となりました。
申請要領等については、ホームページで掲載していますのでご確認ください。
（受付期間：平成25年11月1日～平成26年3月31日）
　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ　消防部企画財政課　☎0795(48)3250

お知らせお知らせお知らせ

主な事業主な事業主な事業主な事業主な事業主な事業主な事業

議会費・総務費・公債費　2,522万円(1.0%）
消防施設費　7億4,735万円(28.2%）

常備消防費　18億7,220万円(70.8%）

●火災発生件数99件（30件増加しました。）
　(西脇市20件、加西市35件、加東市29件、多可町15件）
●死者2名・負傷者8名

　前年比較は、西脇市6件増加、加西市144件増加、加東市123件増加、多可町10件減少、中国道6件減
少、管外2件増加しました。
　事故種別で圧倒的に多いのは急病（3,860件）で、続いて一般負傷（1,043件)、交通事故（710件）
の順となっています。

救急発生状況 ●救急出動件数6,376件（259件増加しました。）
（西脇市1,811件、加西市1,924件、加東市1,753件、多可町848件、
　中国道31件、管外9件）

前年比較は、西脇市1件増加、加西市3件減少、加東市1件減少、多可町2件減少、中国道2件減少しました。
救助出動は交通事故が8件、火災が6件減少し、水難が6件、その他が1件増加しました。

救助発生状況 ●救助出動件数124件（7件減少しました。）
（西脇市30件、加西市42件、加東市34件、多可町16件、中国道2件）

■市町別火災発生状況 ■火災種別発生状況
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防災ヘリ合同水難救助訓練
西脇市上比延町河川で、兵庫県消防防災ヘリと合同で

水難救助訓練を実施し、参加した職員は、救助技術向

上を目指し真剣に取り組みました。

トライや
るウィー

ク

各署で中
学生を受

け入れ、
職員とい

っしょに
消防訓練

や

救急講習
など様々

な体験を
して、人

を助ける
ことの難

し

さや仲間
と協力す

ることの
大切さを

学びまし
た。

救急想定
実戦訓練

庁
舎
見
学

管内の小学生が多可消防署を見学して、消防署の

仕事や消防車両について勉強しました。

学
校
・
自
主
防
災
組
織
合
同
訓
練

災害救出訓練の見学や消火訓練、煙体験、天ぷら

油火災消火訓練など熱心に取り組まれ、防災意識

の高揚を図ることができました。

西脇市生
涯学習セ

ンターで
、各消防

署から救
急隊が

集い、実
戦さなが

らの訓練
を実施し

、救急隊
のスキ

ルアップ
に繋がる

訓練とな
りました

。

資
器
材
取
扱
い
訓
練

多可消防署に新しく配備された
資器材で、迅速・的確な人命救
助を行うために、取扱い訓練を
繰り返し実施しました。

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
配
布
事
業

西脇市芳田地区で
「住宅防火・防災

キャン

ペーン」が実施さ
れ、補助事業によ

り住宅

用火災警報器等が
配布されました。

自
衛
消
防
競
技
大
会

秋の火災予防運動に伴う行事の一環として、防火（安全）協会加入

事業所等による自衛消防競技大会を各消防署で開催しました。

青
野
ヶ
原
自
衛
隊
と
の
合
同
訓
練

大規模災
害が発生

した時に
、お互い

に組織体
制を理解

し、

基本的な
共通認識

を深め、
災害時の

円滑な活
動に繋げ

て

いくこと
を目的に

訓練を実
施しまし

た。

444

救急医療週間啓発活動救急医療週間行事の一環として、救急業務に対する住民の正しい

理解と認識を深めるため、イオンモール加西北条で広報イベント

を実施し、神戸市消防音楽隊による演奏の協力を得て、ふるさと

加西観光大使の「ねっぴー」といっしょに啓発活動を行いました。

防火管理者講習
消防法で定められ

た防火管理を推進
するために必要な

資格を取得する

ための講習を開催
しました。

消防団との合同訓
練

地元消防団との連
携を深め、大規模

火災などの災害に
際し、

円滑で効果的な対
応が図られるよう

、協力体制を確立
する

ことを目的に合同
訓練を実施しまし

た。
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67

　兵庫県立加古川医療センター（加古川市神野町）を基地病院として、
兵庫県によるドクターヘリ事業が平成25年11月30日から開始されました。

　現在、指令業務の統合に向け「高機能消防指令センター」と「消防救急デジタル無線」の工事が
順調に進んでいます。　完成後のイメージは、次のとおりです。 実

施
期
間　

平
成
26
年
3
月
1
日（
土
）か
ら
3
月
7
日（
金
）

全
国
統
一
標
語
「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

　

3
月
1
日
（
土
）
か
ら
7
日

（
金
）
ま
で
の
7
日
間
に
わ
た

り
、
平
成
26
年
春
季
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

週
間
中
は
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
の
発
生
防
止
対
策
の
要

点
を
ま
と
め
た
、
住
宅
防
火
い

の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対

策
」
に
つ
い
て
積
極
的
な
広
報

を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火

の
重
要
性
を
自
覚
し
、
日
常
生

活
で
の
防
火
を
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者

や
財
産
の
損
失
を
防
げ
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

３つの習慣

４つの対策

「兵庫県ドクターヘリ運航開始」
（Doctor Heli）

高機能消防指令センターと消防救急デジタル無線

春
の
火
災
予
防
運
動

　

ガ
ソ
リ
ン
は
、
マ
イ
ナ
ス
40
℃
で
も
気
化
し
、

小
さ
な
火
源
で
も
引
火
し
て
爆
発
的
に
燃
焼
す

る
物
質
で
す
。
気
化
し
た
ガ
ソ
リ
ン
は
容
器
内

で
膨
張
し
、
圧
力
が
高
く
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
可
燃
性
蒸
気
は
、
空
気
よ
り
重
い
た

め
、
地
面
を
伝
っ
て
離
れ
た
場
所
に
あ
る
火
源

か
ら
引
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶

　

の
取
扱
い
に
注
意
！

北はりま消防組合

災害現場

消防本部
≪高機能消防指令センター≫

　重症度・緊急度の高い救急患者の救命率
向上と後遺症の軽減を図るため、ヘリコプ
ターの機動力を活用した新しい救急体制で、
救急医療に必要な医療機器や医薬品等を搭
載したヘリコプターに医師と看護師が搭乗
し、救急患者のもとに向かい、医師により
早期に救命治療を開始することができます。

ドクターヘリとは！！

　臨時離着陸場でのドクターヘリへの離着陸には、消防職員が
出動し周囲の安全確保を行います。この現場に居合わせた場合、
消防職員の指示に従っていただき、速やかに安全な場所に退避
してください。ドクターヘリには近寄らないでください。

住民の皆さんにお願い！！

西脇消防署
黒田庄駐在所　

加西消防署
南分署
北分署

加東消防署
東条分署

多可消防署
加美駐在所
八千代駐在所

【出動隊へ支援情報送信】
災害現場情報、建物情報
消防水利情報、病院情報

【消防救急デジタル無線】
《秘匿性》個人情報保護
《データ送信》
　指令センターと情報共有

【119番通報受付】
通報者の位置を地図
モニターに表示　　

　お年寄りや身　お年寄りや身
体の不自由な人体の不自由な人
を守るために、を守るために、
隣近所の協力体隣近所の協力体
制を作る。制を作る。

　火災を小さい火災を小さい
うちに消すためうちに消すため
に、住宅用消火に、住宅用消火
器等を設置する。器等を設置する。

　寝具・衣類・　寝具・衣類・
カーテンからのカーテンからの
火災を防ぐため火災を防ぐため
に防炎製品を使に防炎製品を使
用する。用する。

　逃げ遅れを防　逃げ遅れを防
ぐために住宅用ぐために住宅用
火災警報器を設火災警報器を設
置する。置する。

　寝たばこは絶対にし
ない。

　ストーブは燃えやす
いものから離れた場所
で使用する。

　ガスコンロなどのそ
ばを離れるときは、必
ず火を消す。

　お年寄りや身
体の不自由な人
を守るために、
隣近所の協力体
制を作る。

　火災を小さい
うちに消すため
に、住宅用消火
器等を設置する。

　寝具・衣類・
カーテンからの
火災を防ぐため
に防炎製品を使
用する。

　逃げ遅れを防
ぐために住宅用
火災警報器を設
置する。

あなたの家は大丈夫！
【放火による火災を防ぐ！】
★家の周りに燃えやすいもの 
　を置かない。
★ゴミは決められた日に出す。

【たばこ火災を防ぐ！】
★寝たばこは、絶対にしない。
★灰皿は置く場所を決めて、 
　周囲は整理整頓しましょう。

【電気火災を防ぐ！】
★タコ足配線はしない。
★コードを束ねたままで使用
　しない。

【天ぷら油火災を防ぐ！】
★コンロのそばを離れる時は、
　必ず火を消しましょう。
★周囲はいつも整理整頓、美しく！

知って得
する防火の知識

「いざ」というときにきちんと作動するよう
に、日頃からお手入れや点検をしましょう！

★電池交換を忘れずに！
(自動的に警報音が鳴るタイプと本体に記載
されているタイプがあります。）

★定期的に作動確認
　をしましょう！！
(本体にぶらさがっ
た紐を引く、または
ボタンを押す。）

★定期的に清掃をし
　ましょう。
(中性洗剤を浸して
固く絞った布で軽く
ふきましょう。）

住宅用火災警報器の
維持管理
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新人職員各署に配属新人職員各署に配属新人職員各署に配属新人職員各署に配属
　消防の知識・技術の基
礎を学び、体力的にも厳
しい半年間でしたが、か
けがえのない同期ととも
に乗り越えることができ
ました。今後少しでも多
くのことを学び、住民の
皆様方に安心していただ
けるよう日々精進してい
きます。

新人職員各署に配属

　西脇市内で発生
した建物火災での
功績に対し、感謝
状を贈呈しました。
（感謝状受領者）
　　村上　昌紘様
　　村井さおり様
　　村上　英隆様

　加西市内で発生
した救急事案での、
的確な救命処置の
功績に対し、感謝
状を贈呈しました。
（感謝状受領者）
　　池田　文胤様
　　岸井さとみ様
　　佐々木真美様

　加西市内で軟
式野球の試合中、
打者が突然倒れ、
守備についてい
た選手の的確な
救命処置の功績
に対し、感謝状
を贈呈しました。

感謝状の贈呈を行いました

西脇消防署
山本　佑気

　消防士としての基礎を
学び、仲間の心強さ、命
の大切さを学ぶことがで
きた半年間でした。これ
から市民の方々の安全な
暮らしを守るため、日々
努力し、一人前の消防士
として尽力していきます。

西脇消防署
山下　　遼

　厳しい訓練も、仲間と
共に乗り越え多くのこと
を学んだ半年間でした。
消防学校での経験は、非
常に貴重なものとなりま
した。初心を忘れずに、
今後も精進し一日も早く
地域の皆様のお役に立て
るよう頑張ります。

西脇消防署
谷位　大樹

　初任教育では消防士と
しての基礎を学びました。
また、厳しい訓練の中で
仲間と支えあうことを通
してチームワークの大切
さを実感しました。これ
から多くの経験をして、
住民の方々に頼りにされ
る消防士になります。

加西消防署
古家　直樹

　消防士としての基礎を
学び、厳しい訓練を乗り
越え、大きく成長した半
年間でした。また、かけ
がえのない仲間とも出会
いました。消防学校で学
んだ知識・技術を活かし、
早く一人前の消防士にな
るよう、努力いたします。

加西消防署
藤尾　　圭

　消防の基礎を学び、仲
間の心強さ・命の尊さ、
様々なことを考え、成長
することができました。
消防学校で学んだことを
活かし早く住民の方々の
信頼を得て、災害の第一
線で正確な活動ができる
よう日々精進していきま
す。

加西消防署
熊代　　巧

　平成25年4月に採用した新人職員
8名が消防学校での半年間の研修を
終え、成長した姿で帰ってきました。
10月から北はりまの各消防署へ配
属していますので、
紹介します。
　消防学校で学ん
だこと、これから
の意気込みをイ
ンタビューして
みました。

　過酷な訓練の毎日でし
たが、仲間たちと喜びや
悔しさを分かち合い、そ
して支え合い、体力・精
神力を養うことができま
した。この経験を糧に、
地域の方々に信頼される
消防士になるよう、精進
していきます。

加東消防署
谷口　正純

　たくさんの厳しい訓練
の中で、消防職員の基礎
を養ってきました。一緒
に訓練を耐え抜いてきた
仲間を大切にし、初心の
気持ちを忘れることなく、
頼られる消防職員になれ
るよう日々精進していき
ます。

加東消防署
川居　直人
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